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平成２７年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【災害看護の教え方】 

日 程：平成 27 年 9 月 6日（日）、7日（月） 

受講者数:40 名 

会 場：地域ケア開発研究所 3 階 

講 師:山本あい子、呉小玉、黒瀧安紀子（地域ケア開発研究所） 

小西美和子、森菊子、三宅一代（看護学部） 

 

 平成 22 年度から毎年開催している「災害看護の教え方」です。教授内容と教授方法を組み合わせた

講座構成にしています。今回は、災害看護の基礎知識、災害への備え、災害時要援護者（外国人、慢性

疾患患者、小児）と、災害図上訓練、災害看護におけるシミュレーションシナリオ作成の考え方につい

ての講義を行ないました。 

 教授内容を主にした講義は、災害看護の基礎知識、災害への備え、災害時要援護者をテーマにしたも

のでした。災害看護の基礎知識では、災害の定義や災害による疾病、災害サイクルと看護や、災害関連

の法律について説明しました。また、講義で使える動画や写真の紹介も行い、教材の参考にして頂ける

ようにしました。災害への備えでは、個人の備えから、備えの行動化や能力強化、学生への教育方法に

ついて説明しました。加えて、2015 年 3 月の国連防災世界会議で採択された仙台防災枠組みを紹介し

ました。災害時要援護者においては、外国人、慢性疾患患者、小児の子どもたちが、災害時に置かれる

状況や困難についてと、対象の特徴を踏まえた看護や支援方策について説明しました。 

教授方法を主にした講義の災害図上訓練では、病棟で行なう図上訓練を受講生の方に体験してもら

い、図上訓練を実施するための準備や工夫について説明をしました。災害看護におけるシミュレーショ

ンシナリオ作成の考え方では、シミュレーションの種類や学習の流れ、シミュレーション教育の準備や

実施におけるポイントを説明しました。受講生の方は、演習への参加や、課題に取り組むなど、積極的

に受講されていました。 

       


